
 
 
 
８月３日に行われた陸前高田第一中学校仮設住宅へのアンケートを深浦会員が寝ずに３日でまとめてくれました。

９４世帯の支援物資は生活用品１３４品目（４，３０１個）、衣類関係３６品目（１，５９４枚）、子供用衣類 
１５品目（１４９枚）合計１８５品目（６，０４４個）になりました。その詳細をお知らせいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このアンケートから見えてくるものは、今まで足りていると思われていた物資でしたが、仮設住宅に住んでいる

方々のおかれている立場によって徐々に生活の格差が出始めているということです。自立の為の第一歩の仮設住宅

ですが、水道、ガス、電気は自分で支払い、また食費も自前でまかなわなければいけません。家賃は一応２年は無

料ですがその先が見えてきた方、見えない方が出始めてきています。また生活の基盤（仕事や家族）なくしては自

立できないと思います。これからの生活に不安を抱えて、生きることが精一杯で、明日の食料さえ不自由している

方もいます。贅沢品はともかく生活用品（消耗品）すらお金を使いたくなく支援して欲しいという欲求が見られま

す。トピックス－１８の神洋子さんの報告にも同じ様なことが書かれています。これから半年から１年の間に

は色々なケアが求められると思います。 
 
                       うれしいお知らせです。７月４日まで７回陸前高田での 
                       美容奉仕をしてきた私たちの元に「銀鮭」が送られてきました。 
                       奉仕中に「秋に秋刀魚が取れたら送るよ。」「秋田に今度 
                       お金を持って美容院に行くよ。」など言ってくれた方から 
                       「今朝息子が取ってきた鮭だよ。」と塩鮭にして送ってくれ 

ました。 
                       早速知り合いの板前にさばいて「ぼだっこ」にして皆で分け 
                       ていただきました。伊藤さんありがとうございます。 
 


